
議 会 だ よ り１３

本
庁
方
式
移
行
の
効

果
が
十
分
に
見
込
ま

れ
、
市
民
に
と
っ
て
便
利
な

庁
舎
と
は
ど
う
考
え
る
。

（
江
里
口
市
長
）

四
つ
の
既
存
庁
舎
の

中
で
、
利
便
性
、
危
機
管
理
、

財
政
的
、
そ
れ
に
拡
張
性
、

そ
う
い
う
観
点
か
ら
三
日
月

庁
舎
を
本
庁
舎
と
し
て
整
備

を
し
た
い
。

　

市
民
に
と
っ
て
便
利
な
庁

舎
と
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
庁
舎
だ
と
思
っ
て
い

る
。
本
庁
舎
が
三
日
月
庁
舎

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
現
在

の
四
庁
舎
で
行
っ
て
い
る
窓

口
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
残
し
て
い
き
た
い
。

本
庁
舎
建
設
で
市
長

は
約
二
十
億
円
以
内

を
目
指
す
と
あ
る
が
、
具
体

的
に
詰
め
た
数
字
を
示
す
こ

と
。

（
江
里
口
市
長
）

建
物
の
規
模
は
七
千

五
百
㎡
、
既
存
庁
舎
を
利
用

し
、
増
築
面
積
が
約
三
千
㎡
。

建
物
の
想
定
費
用
と
、
既
存

庁
舎
の
耐
震
調
査
、
耐
震
の

工
事
、
不
足
分
の
用
地
の
取

得
費
な
ど
合
わ
せ
た
ら
、
二

十
億
円
以
内
で
で
き
る
と
想

定
し
て
い
る
。

市
の
施
設
の
耐
震
診

断
に
つ
い
て
、
診
断

結
果
と
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。（

松
本
総
務
部
長
）

昭
和
五
十
六
年
以
前

に
建
設
さ
れ
た
施
設
で
、
学

校
施
設
以
外
は
耐
震
診
断
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

（
永
渕
教
育
部
長
）

学
校
施
設
で
は
、
牛

津
中
学
校
、
小
城
中
学
校
は

診
断
は
や
っ
て
い
な
い
。
芦

刈
小
学
校
の
ト
イ
レ
、
渡
り

廊
下
も
や
っ
て
い
な
い
。
社

会
教
育
施
設
、
公
民
館
棟
が

九
施
設
、
耐
震
診
断
は
や
っ

て
い
な
い
。
財
政
と
十
分
協

議
し
診
断
し
て
い
く
。

市
民
に
便
利
な
庁
舎

と
は

岸
川　

英
樹 
議
員

耐
震
化
診
断
の

取
り
組
み

他
に
市
役
所
（
職
員
）

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

▲

三
日
月
庁
舎
が
本
庁
舎
に
決
定
し

た
が
耐
震
調
査
は
こ
れ
か
ら

あ れれ ここ れれ
議議 員員 活活 動動

戦没者追悼式(４月)

有明海漁場視察(５月)

市内共生ステーション視察(５月)

佐賀県総合防災訓練(５月)


